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『あきらめたらそこで試合終了ですよ』というこの言葉。ご存じ

の方もいらっしゃるのではないでしょうか。この言葉は、スラムダ

ンクという漫画の中に出てくる言葉です。現在、このスラムダンク

は映画化され大ヒット上映中です。私も観に行きましたが、恥ずか

しながら涙を流してしまうほど感動しました。 

この言葉を、先日の全校朝礼で子ども達に紹介しました。なぜ、

この言葉を紹介しようと思ったかというと、全校朝礼の前日にあっ

たなわとび集会を見て、この言葉が漫画や映画の中だけではなく、

現実として強く実感できたからです。私は１年生と３年生の体育の

指導をしていますが、１年生も３学期からなわとびに取り組み始め

ました。なわとびはできる人にとってはそれほど難しくない運動か

もしれませんが、初めて挑戦する１年生にとっては、手と足を自分

の思うように動かし、リズムよく跳び続けるということはかなり難

しいものです。実際、両足跳びはすぐにできるようになったものの、

かけ足跳びはなかなかできるようになりませんでした。ある一人の

子は、練習のたびに「難しい」「できん」「無理」を連発していまし

た。途中、何度も練習をやめようとしましたが、それでも練習を続

けました。もしかしたら休み時間や家でも練習を続けていたのかも

しれません。そして迎えた、なわとび集会当日。技能チャレンジで

かけ足跳びに挑戦したその子は、なんと合格タイムの３０秒を跳び

きったのです。あれだけできなかったかけ足跳び、何度も練習をや

めようとしたかけ足跳びをついに習得し、跳べるようになったので

す。その子は、決してあきらめませんでした。口では無理だと言い

ながらも練習を続けたのでした。あきらめなかったからこそ、なわ

とび集会で３０秒跳びきることができたのです。私はこの１年生の

姿にあきらめないことの大切さを改めて教えられ、『あきらめたら

そこで試合終了』という言葉を思い出したのでした。       

あきらめるかどうかは自分自身が決めます。あきらめた時点で、

自分が目指すゴールへの道は途絶えます。でも、あきらめなければ

まだその道は途絶えてはいません。あきらめなければ、道はまだ続

いているのです。話を聞いた子どもたちがどのように感じたかはわ

かりません。ですが、苦しい時、辛い時、ダメになりそうな時に、

ふとこの言葉を思い出し、「あきらめたら試合終了、でもあきらめ

なければまだ道は続いている」と考えてくれたらうれしいなあと思 

うのです。そういう私も『あきら 

めたらそこで試合終了』という言 

葉を胸に、校長として目指すべき 

ゴール【み・か・わ】の実現に向 

けて努力し続けていきたいと思い 

ます。 

 
 ２月１日（水）に、浜田警  

察署の方に来ていただき、薬 

物乱用防止教室を開催してい 

ただきました。６年生は、体 

育の保健の学習で学ぶのです 

が、今回は専門家を招いて話 

を聞きました。薬物の種類や薬物使用による検挙・逮捕者の人数、

島根県内の最近の検挙者数などのデータについて説明を受けまし

た。薬物がいかに恐ろしく、危険なものであるかということも学び

ました。薬物から大切な自分を守るためには、強い意志と断る勇気

が重要だということを強く感じることができた１時間でした。 

 

  今日のお話を聞いて、薬物は絶対にやりたくないと思いまし 

 た。なぜなら、自分が好きなこと、やりたいこと、将来の夢を 

 壊してしまうし、自分も傷つくし、周りの人にも迷惑をかけて 

 しまうからです。特に、将来は今までお世話をしてくれたおば 

 あちゃんの仕事を引き継ごうと思っているので、絶対に薬物を 

 使用したくないです。 

 

５年生：間伐体験 

 ２月６日（月）、５年生が総合的な学習の時間と社会科の学習を

兼ねて、間伐体験をしました。たばせ屋の小川泰昭様をはじめとす

る３名の皆様にお世話になりました。これまでのこぎりを使った経

験のある子どもは多くいたようですが、実際に山へ入り、木を切り

倒す経験をしたことがある子どもはいませんでした。それほど太い

木ではなかったのですが、それでも実際にやってみると、そう簡単

に切れるものではありません。四苦八苦しながら、仲間と力を合わ

せてなんとか切り倒すことができました。木が倒れた瞬間には、歓

声が上がりました。実際の間伐体験、森林にかかわる座学を通して、

教室ではできない深い学びをさせていただきました。ご指導してく

ださった皆様、本当にありがとうございました。 
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～活動後の児童の感想～ 

○間伐という作業が、自然を守るためにすることだと知って、自然

を守っていきたいと思いました。ほかにも、木が人の手で一から育

てられたということを教えてもらって、とてもいい勉強になりま

した。間伐をしてみて、木が意外と硬くてびっくりしました。      

○環境を守るためにする仕事はとても素敵だなあと思いました。

すごくいい体験ができてよかったです。 

○手作業で木を切ってとても難しかったです。環境や森林のため

にも、この活動はとてもいいことだなあと思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

２月８日（水）、なわとび集会がありました。昨年度は感染症予

防のため、体育の時間を利用して２学年ずつで行ったのですが、今

年度は予防対策をしっかりしながら、体育館に全校児童が集まる形

で行いました。３学期になってから体育の時間を中心に練習してき

た技を全校の前で披露し合いました。内容は持久跳び（学年ごとに

設定された目標タイムを両足跳びで跳び続ける）、技能チャレンジ

（学年ごとに設定された目標タイムを、自分が得意な跳び方で跳び

続ける）、連続８の字跳びの三つでした。大勢の人に見られながら

跳ぶというのはとても緊張するものです。練習とは違い、一発勝負

ですからやり直しはききません。スタート前にはどの子の表情も引

き締まり、真剣そのものでした。こういう緊張する場面で何かにチ

ャレンジするという機会は、普段の授業ではそんなに多くありませ

ん。集中力を研ぎ澄ましてチャレンジしたり、緊張に打ち勝ったり

できるこういう活動は、子どもたちの心の成長にとっても、とても

意味のあるものだと思います。 

１年生から６年生まで、本当によく頑張りま 

した。また、学年に関係なく、チャレンジする 

仲間を応援する姿に、胸が熱くなりました。前 

述した１年生だけではなく、誰もが、最後まで 

あきらめずに取り組む姿を見せてくれた素晴ら 

しいなわとび集会になりました。 

 

  学習成果発表会 

 ２月１５日（水）、学習成果発表会がありました。今年度は、他

の学年の発表も見たいという保護者の皆様のご要望に応え、２学年

ずつ、時間をずらして発表する形で実施しました。学芸会的な発表

会ではなく、普段の学習の様子や成果を発表する場として、それぞ

れの学年が内容を工夫して発表しました。この成果発表会に向け子

どもたちは一生懸命に準備し、練習し、自分達の学びの成果を精一

杯伝えようと頑張りました。その思いや気持ち、そして学習で身に

つけた様々な力を子どもたちの姿や発表から感じていただけたな

ら幸いです。ご多用の中、また大変寒い中、多数おでかけいただき

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年間で大きく、そしてたくましく成長した 

７５人の子どもたちの姿は輝いていました！！ 

３月の主な行事                                                                     

２日（木） ６年生を送る会⑤  ＰＴＡ運営委員会 

３日（金） 児童総会③    

７日（火）～１０日（金）  

１・２年：１４：１０下校 

      ３～６年：１５：００下校        

 ９日（木） 外国語（支援員） 

１０日（金） 校外班会③ 

１６日（木） 大掃除、卒業式前日準備 

１７日（金） 卒業証書授与式         

２２日（水） ＰＴＡ監査会 

２２日（水）～２３日（木） 

１・２年生：１４：１０下校 

３～５年生：１５：００下校 

２３日（木） 外国語（支援員） 

２４日（金） 修了式 離任式 給食終了 下校１３：１０ 

２５日（土） 学年末休業開始 

２８日（火） ラブック号 

★令和５年度 １学期始業式：４月１０日（月） 


